
 

 

 

 

 

 
 

 
 

～ 鬼は…外か！？… ～ 
 「鬼は～～外！」という元気な声が聞こえてくる時期になりました。学校では「鬼」を「自分の中にある、怠

け心や意地悪な気持ちなど」というとらえ方で、節分の習俗を子どもたちの「自分の暮らしを振り返る機会」に

しています。そこで「鬼は外！」について少し考えてみます。 

 「意地悪や怠け心など」を一まとめにして言えば、仏教で言う「煩悩（ぼんのう）」です。除夜の

鐘で払おうとする、あの「煩悩」です。毎年毎年、除夜の鐘で払ったはずの煩悩を、一か月後にもう

一度「豆まき」で追い払おうというのですから、日本人はまじめだなあと、「他人事（自分事？）」

ながら感心します。（ちなみに、我が家には豆まきや“恵方巻”の文化＝習慣がありません。） 

 冷静に考えてみれば、１０８回鐘を搗こうが、豆をまこうが煩悩はなくなりません。払おうとして

も払えないから煩悩なのです。「煩悩」には際限が無いのです。ですから「払う」より、むしろ「煩

悩と付き合って（向かい合って）生きていく」ほうが大切なのではないかと、私は考えています。 

 ですから、児童会「心の鬼退治集会」の前後に各教室で、子どもに「鬼を追い出す＝自分で自分を

直し改めていくために、何をするか、何ができるか。」を考えさせています。自分を見直し、自分自

身を向上させるきっかけにする、つまり「鬼との付き合い方を考える機会」にしているわけですから、

「鬼は外！」ではなく、「鬼は内！」のほうがぴったりなのではないかと考えている次第ですが、い

かがでしょうか。（災害という鬼と向き合うことも同様なのではないかと思います。） （校長 目黒 栄一） 
 
 

〔新しい学習指導要領・体育のポイント〕     （体育主任  駒谷 泰成） 
＜体育科教育のねらい＞ 

 体育は体を動かす心地よさや心と体の健康に関する知識など、健康に生活するために必要なことを

学びます。そして「生涯にわたって健康を保持・増進し、豊かなスポーツライフを実現すること」を

目指しています。 

 

＜健康づくりへの多様な関わり方＞ 

 健康づくりについての学習を深めるため、仲間と対話したり協力したりして取り組んで行くことを

重視していきます。運動やスポーツを自分の適正に合わせて「する・見る・支える・知る」などの多

様な関わり方と関連付けて学びます。また、幅広い運動経験を積み上げるために、ボール運動や表現

運動で扱う内容が幅広くなりました。また、オリンピック・パラリンピックを好機として、フェアプ

レイの精神やさまざまな運動の価値や意義について触れることも大切にされています。 

 

＜内容の見直し…現代的な課題に向き合う＞ 

「投げる」能力の低下への対応や、多様な運動経験を積むために、バレーボール、バスケットボール、

サッカーなどに加えて、ハンドボール、タグラグビーなどから選択的に取り上げることが推奨されて

います。また、表現運動では、リズムダンス（ヒップホップダンスなども含む）や地域の民謡、フォ

ークダンスなどを、学校や地域の実態に応じて選択して学習するようになりました。 

 保健分野では、健康と運動との関わりやけがへの対応の他、「薬物乱用防止」「がん教育」「バラン

スのとれた食生活」「防災」や「不安や悩みへの対処」等の現代的課題について学習していきます。 
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